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「
川
で
は
な
い
。滝
だ
！
」

　
と
言
わ
れ
た
の
は
、

　
実
は 
常
願
寺
川
で
は
な
く
…

早 
月 
川

　
だ
っ
た

豊隆橋付近（蓑輪地内）の早月川（昭和44年）

！
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「
川
で
は
な
い
。
滝
だ
！
」

と
言
わ
れ
た
本
当
の
川
は
…

滑川の
母なる

早 
月 

川

　
「
こ
れ
は
川
で
は
な
い
。
滝
だ
！
」。
明
治
時
代
に
オ
ラ
ン
ダ
人
土
木
技
師
ヨ
ハ
ニ
ス
・
デ
・

レ
イ
ケ
が
常
願
寺
川
を
見
て
発
し
た
と
伝
わ
る
こ
の
言
葉
は
、日
本
の
河
川
が
世
界
的
に
見
て
、

い
か
に
急
流
か
を
端
的
に
表
す
も
の
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
言
葉
を
発
し
た
の
が

実
は
全
く
の
別
人
で
、し
か
も
「
滝
だ
！
」
と
言
わ
れ
た
川
が
、我
々
滑
川
市
民
に
と
っ
て
は
「
母

な
る
川
」
の
早
月
川
だ
っ
た
と
す
る
驚
き
の
研
究
成
果
が
こ
の
ほ
ど
発
表
さ
れ
た
。

　
こ
の
新
し
い
説
を
唱
え
た
の
は
、
ダ
ム
工
学
会
ダ
ム
技
術
史
研

究
部
会
部
員
の
貴
堂
巌
さ
ん
（
78
）
＝
富
山
市
日
俣
＝
。
長
年
、

常
願
寺
川
の
土
木
史
に
つ
い
て
調
査
を
重
ね
て
き
た
研
究
者
だ
。

　
１
８
９
１
（
明
治
24
）
年
に
、
明
治
政
府
の
御お

や
と
い雇
外
国
人
で
あ

る
オ
ラ
ン
ダ
人
土
木
技
師
ヨ
ハ
ニ
ス
・
デ
・
レ
イ
ケ
が
富
山
県
を

訪
れ
、
急
流
河
川
の
常
願
寺
川
を
見
て
「
こ
れ
は
川
で
は
な
い
。

滝
だ
！
」
と
発
し
た
と
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
あ
ま
り
に
有
名
で
、

こ
れ
ま
で
、
様
々
な
本
や
論
文
で
「
周
知
の
事
実
」
と
し
て
扱
わ

れ
て
き
た
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
デ
・
レ
イ
ケ
が
い
つ
、
ど
の

よ
う
な
場
面
で
、
誰
に
対
し
て
こ
の
言
葉
を
発
し
た
の
か
に
つ
い

て
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
ど
の
本
や
論
文
に
も
、
こ
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
の
出
典
は
明
記
さ
れ
て
お
ら
ず
「
根
拠
と
な
る
文
書

が
な
い
た
め
、実
は
、真
偽
の
ほ
ど
は
不
明
だ
っ
た
」（
貴
堂
さ
ん
）。

近
年
で
は
、
デ
・
レ
イ
ケ
の
言
葉
で
あ
る
こ
と
を
疑
問
視
す
る
見

方
も
出
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
中
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
正
当
性

を
根
本
的
に
覆
す
大
発
見
が
な
さ
れ
た
。
な
ん
と
「
デ
・
レ
イ
ケ

が
富
山
県
に
来
る
以
前
、
既
に
当
時
の
富
山
県
議
会
で
は
２
回
に

わ
た
り
『
こ
れ
は
川
で
は
な
い
。
滝
だ
！
』
を
意
味
す
る
言
葉
を

用
い
た
議
論
が
行
わ
れ
て
い
た
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
こ
の
発
見
は
、
富
山
県
立
山
カ
ル
デ
ラ
砂
防
博
物
館
の
是
松
慧

美
学
芸
員
に
よ
る
も
の
で
、
是
松
学
芸
員
は
、
明
治
時
代
の
県
議

会
議
事
録
を
丹
念
に
読
み
込
み
、
該
当
箇
所
を
見
つ
け
出
し
た
。

　
最
初
の
記
録
は
、「
第
七
回
富
山
県
通
常
会
議
録
」（
１
８
８
８

年
12
月
）
に
記
載
の
「
早
月
川
ハ
百
貫か

ん

め目
（
※
）
二
百
貫
目
の
大

石
ヲ
流
出
ス
ル
急
流
ナ
ル
ハ
各
員
モ
明
知
ア
ル
ナ
ラ
ン
。
先
年
、

土
木
権ご

ん
の
か
み頭
巡
回
ノ
節
、
随
行
ノ
外
人
ハ
該
川
ヲ
川
ニ
非あ

ら

ズ
シ
テ
瀧た

き

ナ
リ
ト
云い

ヘ
リ
」（
谷
順
平
議
員
）
で
、
次
い
で
「
第
十
三
回
富
山

県
臨
時
会
議
録
」（
１
８
９
０
年
５
月
）
に
「
早
月
川
ノ
如ご

と

キ
ハ
、

或あ
る

人
之こ

れ

ヲ
称
シ
テ
川
ト
云
フ
ヨ
リ
ハ
寧む

し

ロ
瀧
ト
云
フ
方
当あ

た

レ
リ
ト

云
ワ
レ
シ
ヤ
ニ
聞
ク
ガ
、
成
程
下
流
ニ
在あ

っ

テ
上
流
ヲ
望
メ
バ
全
ク

瀧
ノ
如
ク
有
様
ナ
リ
」（
菅
原
茂
治
議
員
）
と
い
う
記
述
が
あ
る
。

　
一
方
、
デ
・
レ
イ
ケ
が
富
山
県
に
来
た
の
は
初
出
よ
り
約
３
年

後
の
１
８
９
１
年
８
月
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
言
葉
が
デ
・
レ
イ
ケ

の
も
の
で
あ
る
は
ず
は
な
く
、そ
も
そ
も
、「
川
で
は
な
い
。滝
だ
！
」

と
称
さ
れ
た
の
は
、
常
願
寺
川
で
は
な
く
早
月
川
で
あ
っ
た
こ
と

が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。
貴
堂
さ
ん
は
「
２
回
も
県
議
会
で
引
用

さ
れ
て
い
る
程
な
の
で
、
こ
の
言
葉
は
当
時
、
県
関
係
者
の
間
で

既
に
相
当
語
り
継
が
れ
、
浸
透
し
て
い
た
は
ず
だ
」
と
考
え
る
。

　
「
あ
の
有
名
な
言
葉
を
発
し
た
の
が
デ
・
レ
イ
ケ
で
な
い
と
す
れ

ば
、
そ
れ
は
一
体
誰
な
の
か
」。
貴
堂
さ
ん
は
、
是
松
学
芸
員
の
発

見
を
出
発
点
に
、当
時
の
官
報
や
公
文
書
を
丹
念
に
調
べ
上
げ
た
。

そ
の
結
果
、
初
出
で
あ
る
県
議
会
（
１
８
８
８
年
12
月
）
以
前
に

富
山
県
を
訪
れ
て
い
た
オ
ラ
ン
ダ
人
土
木
技
師
が
別
に
い
た
こ
と

を
突
き
止
め
た
。
そ
れ
が
ロ
ー
ウ
ェ
ン
ホ
ル
ス
ト
・
ム
ル
デ
ル
で

あ
る
。
ム
ル
デ
ル
は
デ
・
レ
イ
ケ
と
同
じ
く
明
治
政
府
の
御
雇
外

国
人
と
し
て
来
日
し
、
富
山
県
で
は
１
８
８
３
年
８
月
に
早
月
川

な
ど
の
河
川
調
査
に
従
事
、内
務
省
土
木
局
長
宛
て
に
復
命
書
「
越

ヨハニス・デ・レイケ（1842～ 1913）
1873 年から 1903 年まで内務省土木局の治水工師とし
て数多くの建設事業の施工・管理に携わり、内務省勅任

官技術顧問などを歴任。
滑川市の五厘堤の

建設を指導した
とも伝わる。（写

真は「立山
カルデラ砂
防博物館だ
より No.64
号」から）

富
山
市
の
研
究
者
が
新
説

デ
・
レ
イ
ケ
以
前
に
初
出

状
況
証
拠
的
に
ム
ル
デ
ル

越中ノ五大川巡回実地検査見込上申書
ムルデルが 1883 年８月に行った富山県内における
河川調査の復命書。早月川に関する記述も見られる。

（富山県立図書館所蔵資料）

◀
第
七
回
富
山
県
通
常
会
議
録（
抜
粋
）　「
こ
れ
は
川
で
は
な
い
。滝
だ
！
」を
意
味
す
る
記
述
が
発
見
さ
れ
た
。（
富
山
県
公
文
書
館
所
蔵
資
料
）

ローウェンホルスト・ムルデル（1848～ 1901）
1879 年から 1890 年まで内務省土木局の治水工師と
して、各地の築港・河川改修の技術指導にあたった。（写
真は「立山カルデラ砂防博物館だより No.64 号」から）

観光遊覧船キラリンから眺めた早月川と立山連峰

3広報 なめりかわ 2広報 なめりかわ

※貫目（貫）…日本古来の重さの単位（１貫＝３.75 ㎏）
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俳
句
ポ
ス
ト
10
月
の
入
選
句

選
者
　
岩
城
　
鯉
汀

　
一
般
の
部
（
投
句
数
21
句
）

初
恋
の
遠
き
想
ひ
出
の
星
ま
つ
り　
　
　
　
　
　
　
中
川
原　
新
堀
由
美
子

平
等
の
西
瓜
と
り
合
ふ
子
ら
の
声　
　
　
　
　
　
　
　
曲
渕　
西
村　
久
栄

　
小
・
中
学
生
の
部
（
投
句
数
８
３
０
句
）

よ
し
み
ね
で
お
お
ク
ワ
ガ
タ
を
つ
か
ま
え
た　
田
中
小
１
年　
小
田　
琉
斗

マ
ス
カ
ッ
ト
は
た
け
に
で
き
た
お
い
し
い
な　
北
加
積
小
１
年　
飛　
　
心
琴

カ
マ
キ
リ
が
ち
ょ
う
を
つ
か
ま
え
た
べ
ま
し
た　
西
部
小
２
年　
天
内
幸
多
郎

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
コ
ス
プ
レ
を
し
て
町
あ
る
く　
　
西
部
小
２
年　
宮
津　
佳
芭

虫
の
う
た
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
は
お
月
さ
ま　
　
東
部
小
３
年　
作
久　
恋
絢

赤
ト
ン
ボ
空
に
い
っ
ぱ
い
み
つ
で
す
よ　
　
北
加
積
小
３
年　
廣
澤　
　
慶

新
米
だ
一
つ
ぶ
一
つ
ぶ
光
っ
て
る　
　
　
　
北
加
積
小
４
年　
岩
城
こ
の
葉

空
高
く
い
わ
し
の
大
ぐ
ん
海
の
よ
う　
　
　
　
寺
家
小
４
年　
松
本　
暖
人

わ
た
り
ど
り
い
ろ
い
ろ
な
国
旅
を
す
る　
　
　
寺
家
小
５
年　
石
原　
妃
莉

九
月
だ
よ
い
つ
ま
で
夏
日
続
く
の
か　
　
　
　
田
中
小
６
年　
松
井　
沙
希

虫
の
声
力
合
わ
せ
て
合
唱
だ　
　
　
　
　
　
　
寺
家
小
６
年　
大
橋　
陽
翔

君
を
待
つ
わ
が
手
の
ひ
ら
に
レ
モ
ン
テ
ィ
ー　
滑
川
中
３
年　
森
内　
衷
沙

〈
俳
　
句
〉

音
の
し
て
小
川
に
廻
る
芋
水
車　
　
　
　
　
　
　
堀
江　
川
崎
ト
モ
子

焦
る
ほ
ど
眠
れ
ぬ
夜
や
虫
の
こ
ゑ　
　
　
　
　
高
月
町　
長
﨑　
桂
子

藁
の
香
が
追
ひ
駆
け
て
く
る
野
分
か
な　
　
　
稲
泉
新　
稲
田　
雅
子

わ
が
畑
の
小
粒
に
光
る
秋
茄
子　
　
　
　
　
　
　
野
尻　
岩
城　
富
枝

秋
時
雨
ぬ
り
絵
と
言
え
ど
刻と

き

忘
れ　
　
　
　
　
上
小
泉　
山
崎　
和
子

紙
切
れ
の
如
く
舞
い
落
つ
秋
の
蝶　
　
　
　
　
神
明
町　
水
野　
玲
子

新
米
や
か
つ
て
日
本
中
飢
え
し
日
も　
　
　
　
　
北
野　
金
山　
千
鳥

今
朝
の
秋
雲
は
流
れ
風
見
ゆ
る　
　
　
　
　
高
塚
曙
町　
中
嶋　
幸
子

丘
の
上
に
一
陣
の
風
秋
の
駒　
　
　
　
　
　
　
吾
妻
町　
中
島
ま
ち
子

逆
光
の
山
へ
帰
燕
の
空
あ
り
ぬ　
　
　
　
　
　
四
ツ
屋　
牧
田　
孝
子

地
獄
絵
の
鬼
も
よ
ろ
け
る
秋
暑
か
な　
　
　
　
　
北
野　
大
浦　
邦
子

芒
野
に
裕
次
郎
の
背
の
あ
り
に
け
り　
　
　
高
塚
曙
町　
蜷
川　
栄
子

亡
き
妻
の
手
押
し
車
に
赤
ト
ン
ボ　
　
　
　
　
　
中
野　
湯
澤　
清
風

虫
食
む
や
西
洋
あ
さ
が
お
花
い
づ
こ　
　
　
　
　
北
野　
澤
田
富
美
子

農
道
に
け
ふ
も
熊
出
て
市
の
メ
ー
ル　
　
　
　
中
川
原　
中
川　
静
子

悪
疫
に
ロ
マ
ン
薄
れ
し
秋
の
旅　
　
　
　
　
　
　
曲
渕　
西
村　
久
栄

コ
ロ
ナ
禍
に
正
解
無
し
の
紅
葉
狩
り　
　
　
柳
原
新
町　
中
谷
由
美
子

俳
句
・
短
歌  
個
人
や
団
体
の
投
稿

▶ 正解者の中から抽選で３人の方に次の中から希望の品をプレゼント。
下記の様式で申し込んでください。締切りは 11 月 16 日㈪ 必着です。

❶ キラリン革製キーホルダー（青、ピンク、黄のいずれか）
❷ 図書カード 500 円分
❸ あいらぶ湯入浴券
10 月号の答え　
　ヤフー（IT 企業のヤフー）
10 月号の当選者（敬称略）
　浅野　節子（小　林）
　高瀬　弘子（柳　原）
　堀田　郁子（加島町）

　
　
　
滑
川
市
役
所

　
　
　「
広
報
ク
イ
ズ
」
係

63 9 3 6 8 6 0 1 郵便番号
住　所
氏　名
クイズの答え
希望のプレゼント

（ご意見・ご感想）

Question
広報クイズ 新たな研究成果により「これは川ではない。

滝だ！」の発言の本当の主とされる人物は？

● 新型コロナウイルス感染症を予防するため、
なかなか出掛けられずにいる中、毎月広報誌
を見て色々なことを知ることができています。

　　　　　 　　　　　　　　　　  （Ａ.Ｓさん）
　　　　　　▶ 感染症予防を考えると、なかな

か気軽には外出できないよね…。
それでも、感染症対策に注意を
払いながら、少しずつだけど、
色んな行事が開催されるように
なってきたようにも感じるよ。
とにかく新型コロナウイルス感
染症の流行が終息することを祈
るばかりだ…。

Ｖｏｉｃｅ
皆さんからの“声”を紹介

〈
短
　
歌
〉

みんなの広場

名
月
を
詠
む
は
難か

た

し
よ
今
宵
の
空
冷
気
と
月
光
を
全
身
に
浴
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
塚
曙
町　
岡
本
三
由
紀

雲
間
よ
り
見
え
隠
れ
し
つ
月
光
は
木も

く
せ
い犀
か
を
る
地
に
注
ぎ
満
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
野
島　
小
幡
由
美
子

清さ
や

か
な
る
大
空
に
描
け
る
雲
の
ア
ー
ト
仰
ぎ
見
て
ゐ
る
秋コ

ス
モ
ス桜
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
塚　
河
﨑　
久
子

猛
暑
続
き
昼
は
冷
房
の
部
屋
を
閉
め
夕
に
窓
開
け
ば
秋
風
す
ず
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
島
町　
斉
藤　
淳
子

う
ち
風
呂
に
ゆ
る
り
と
入
り
て
思
ふ
こ
と
小ち

さ
き
日
の
夕
べ
の
た
ら
い
の
行
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
金　
嶋
川
瑠
都
子

た
め
ら
ふ
を
心
し
づ
め
て
墨
吸
は
す
分
身
と
な
る
や
筆
持
つ
手
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
町　
中
田　
典
子

「
赤
と
ん
ぼ
飛
び
交
ふ
頃
に
ま
た
来
て
」
と
か
つ
て
の
会
話
思
ひ
出
し
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
小
泉　
保
田　
仁
美

中
ノ
五
大
川
巡
回
実
地
検
査
見
込
上
申
書
」
を
提
出
し
て
い
る
。

ム
ル
デ
ル
の
発
言
だ
と
の
直
接
的
な
資
料
は
な
い
も
の
の
「
状
況

証
拠
か
ら
し
て
間
違
い
な
い
」（
貴
堂
さ
ん
）
と
結
論
付
け
た
。

　
ま
た
、
の
ち
に
発
言
の
主
が
、
ム
ル
デ
ル
か
ら
デ・レ
イ
ケ
に
、

さ
ら
に
、
川
の
名
前
が
早
月
川
か
ら
常
願
寺
川
に
、
そ
れ
ぞ
れ
す

り
替
わ
っ
て
語
り
継
が
れ
て
き
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
貴
堂
さ
ん

は
「
富
山
県
で
の
業
績
が
調
査
研
究
に
留
ま
っ
た
ム
ル
デ
ル
に
比

べ
る
と
、
常
願
寺
川
改
修
工
事
を
成
し
遂
げ
た
デ
・
レ
イ
ケ
の
存

在
感
は
、
富
山
県
関
係
者
に
と
っ
て
あ
ま
り
に
大
き
く
、
発
言
が

独
り
歩
き
す
る
中
で
誤
っ
て
伝
わ
っ
て
い
っ
た
」
と
推
測
す
る
。

　
貴
堂
さ
ん
の
研
究
成
果
は
土
木
学
会
の
学
術
誌「
土
木
史
研
究
」

に
掲
載
さ
れ
る
と
と
も
に
、
７
月
11
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
リ
モ
ー

ト
開
催
さ
れ
た
土
木
学
会
の
席
上
、
貴
堂
さ
ん
が
全
国
の
研
究
者

に
向
け
て
発
表
。「
通
説
を
覆
す
新
発
見
」
と
し
て
地
元
紙
で
も
大

き
く
報
道
さ
れ
、
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。

　
ム
ル
デ
ル
が
早
月
川
を
見
て
「
川
で
は
な
い
。
滝
だ
！
」
と
発

し
た
と
す
る
と
、
ど
こ
か
ら
眺
め
て
そ
う
感
じ
た
の
だ
ろ
う
か
。

地
元
滑
川
の
発
見
に
期
待

ま
た
、ム
ル
デ
ル
は
、当
時
の
滑
川
の
ど
こ
を
訪
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
に
つ
い
て
、貴
堂
さ
ん
は「
残
念
な
が
ら
現
状
で
は
一
切
不
明
」

と
語
る
。「
ム
ル
デ
ル
の
行
程
・
順
路
を
記
録
し
た
文
書
は
発
見
さ

れ
て
お
ら
ず
、
滑
川
の
ど
こ
を
訪
れ
た
の
か
は
お
ろ
か
『
越
中
ノ

五
大
川
巡
回
実
地
検
査
見
込
上
申
書
』
を
見
て
も
、下
流
か
ら
遡
っ

た
の
か
、上
流
か
ら
下
っ
た
の
か
も
分
か
ら
な
い
」（
貴
堂
さ
ん
）。

ま
た
、
本
市
の
市
立
博
物
館
で
も
、
ム
ル
デ
ル
の
河
川
調
査
に
関

係
す
る
資
料
の
存
在
は
、
今
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
て
い
な
い
。

　
一
方
、
ム
ル
デ
ル
の
河
川
調
査
で
は
、
県
庁
が
地
元
民
を
案
内

人
と
し
て
同
行
さ
せ
た
と
伝
わ
っ
て
お
り
、
早
月
川
の
案
内
人
を

務
め
た
滑
川
の
人
が
日
記
な
ど
を
残
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

貴
堂
さ
ん
は
、
今
回
の
新
聞
報
道
や
「
広
報
な
め
り
か
わ
」
で
の

特
集
を
き
っ
か
け
に
、
早
月
川
の
地
元
・
滑
川
市
で
の
関
心
が
高

ま
り
、「
ム
ル
デ
ル
が
訪
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
た
、
例
え
ば
祖
先
が

残
し
た
日
記
や
、
官
公
署
・
小
学
校
な
ど
の
文
書
な
ど
が
新
た
に

発
見
さ
れ
る
こ
と
も
期
待
で
き
る
の
で
は
な
い
か
」
と
話
す
。

　
早
月
川
の
つ
く
り
だ
し
た
扇
状
地
に
立
地
し
、
そ
の
水
の
恵
み

を
受
け
て
い
る
滑
川
市
。
有
名
な
「
川
で
は
な
い
。
滝
だ
！
」
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
巡
る
さ
ら
な
る
事
実
の
解
明
の
た
め
、
地
元
・
滑

川
市
か
ら
新
た
な
資
料
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

waterfall の例 cascadeの例

Ｑ �. 早月川を「川ではない。滝だ！」と、
最も実感できそうなスポットは？

Ａ �. 河口から約15㎞の入会橋付近（大
浦地内）ではないか。

Ｑ �. 果たして外国人が滝に例えてしま
うほど急流なのだろうか？

Ａ �. 平均勾配が 8.3%の早月川は日本
屈指の急流として有名。ただ、一般
に想像される滝（waterfall）で
はなく、階段状に連続する小さい滝
（cascade）に相当する言葉で表現
された可能性もある。

「川ではない。滝だ！」の
・発言の主＝ムルデル
・発言の対象＝早月川

とする新説のポイント
デ・レイケが常願寺川を見て「川で
はない。滝だ！」と発したとするエ
ピソードは有名だが根拠はなく、長
年真偽不明であった。

「川ではない。滝だ！」を意味する言
葉は、デ・レイケが訪れるよりも以
前から、外国人が発した言葉として
県内で浸透しており、県議会の議事
録が資料としては初出である。また、
その際「滝だ」とされたのは、常願
寺川ではなく、早月川であった。

「川ではない。滝だ！」の初出である
県議会よりも以前に県内を訪れてい
た外国人土木技師はムルデル以外に
いない。また、実際に早月川を含む
県内の河川を調査してまわっている
など、ムルデルは発言
の主である状況証拠が
揃っている。

貴堂さんに質問しました

入会橋から眺めた早月川

4広報 なめりかわ

　

広
報
な
め
り
か
わ
令
和
２
年
10
月

号
の
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

読
者
の
皆
さ
ん
に
お
詫
び
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
訂
正
い
た
し
ま
す
。

■�

Ｐ
２
右
上
の
「
滑
川
市
自
転
車

ツ
ー
リ
ン
グ
コ
ー
ス（
全
４
種
類
）」

（
誤
）
聖
火
コ
ー
ス　
6.0
㎞

（
正
）
聖
火
コ
ー
ス　
3.0
㎞

※�

な
お
、
記
載
内
容
の
引
用
元
で
あ

る
市
内
２
カ
所
の
看
板
「
滑
川
市

自
転
車
ツ
ー
リ
ン
グ
コ
ー
ス
全
体

案
内
図
」
の
該
当
箇
所
も
、
訂
正

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

お
詫
び
と
訂
正
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運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

◆健全化判断比率

区　　分
本市の健全化判断比率 国が定める基準
令和元年度

決　算
（参考）

前年度
早期健全化

基　準
財政再生
基　準

実 質 赤 字 比 率 － － 13.82 20.00
連結実質赤字比率 － － 18.82 30.00
実 質 公 債 費 比 率 7.6 8.6 25.0 35.0
将 来 負 担 比 率 7.9 7.9 350.0

※赤字額が無いため実質赤字比率と連結実質赤字比率は「－」と表示しています。

◦実質赤字比率 ･･･････ 一般会計などの実質赤字の標準財政規模に対する比率
◦連結実質赤字比率 ･･･ 全会計の実質赤字の標準財政規模に対する比率
◦実質公債費比率 ･････ 一般会計などが負担する元利償還金などの標準財政規模に対する比率
◦将来負担比率 ･･･････ 一般会計などが将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率
◦資金不足比率 ･･･････ 公営企業会計の資金不足額の事業規模に対する比率

用 語 解 説

区　　分 県内市町村平均 全国市区町村平均
実 質 公 債 費 比 率 11.5 5.8
将 来 負 担 比 率 90.0 27.4

区　　分
本市の資金不足比率 国が定める基準
令和元年度

決　算
 （参  考）

前年度 経営健全化基準

水 道 事 業 会 計 － － 20.0
下 水 道 事 業 会 計 － － 20.0
工業団地造成事業特別会計 － － 20.0

※資金の不足額が無いため各公営企業の資金不足比率は「－」と表示しています。

２
１

３

＋
÷

－

◆健全化判断指標の県内市町村平均・全国市区町村平均（速報値）

◆健全化判断比率の推計

◆資金不足比率

（単位：％）

（単位：％）

（単位：％）

（単位：％）

年　　度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
実 質 赤 字 比 率 － － － － －
連 結 実 質 赤 字 比 率 － － － － －
実 質 公 債 費 比 率 7.5 7.6 8.7 9.7 10.7
将 来 負 担 比 率 20.0 33.5 39.7  38.0 39.6
※各年度の比率は、当該年度の決算見込みに基づく数値です。
※実質赤字比率と連結実質赤字比率は、赤字額が無いと見込まれるため、「－」と表示しています。

◦健全化判断比率の見込み

　
令
和
元
年
度
決
算
に
基
づ
き
算

定
し
た
本
市
の
各
指
標
は
、
左
記

の
と
お
り
で
、
健
全
化
判
断
比
率

は
い
ず
れ
も
国
が
定
め
る
「
早
期

健
全
化
基
準
」
を
下
回
っ
て
お
り
、

ま
た
、
各
公
営
企
業
に
お
け
る
資

金
不
足
比
率
は
、
資
金
の
不
足
を

生
じ
た
会
計
が
無
い
た
め
該
当
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

令
和
元
年
度
決
算
に
基
づ
く

　
　
　
　
健
全
化
判
断
比
率
な
ど
の
状
況

　

実
質
公
債
費
比
率
は
、
任
意
の

繰
上
償
還
を
進
め
た
こ
と
に
よ

り
、
一
般
会
計
に
お
け
る
地
方
債

の
元
利
償
還
金
が
減
少
し
、
昨
年

に
比
べ
１
・
０
ポ
イ
ン
ト
減
少
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
将
来
負
担
比
率
は
、
各

種
基
金
の
取
り
崩
し
を
行
っ
た
も

の
の
、
地
方
債
の
現
在
高
が
減
少

　
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
の
規
定

に
よ
り
、
健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

し
た
こ
と
や
一
部
事
務
組
合
な
ど

に
お
け
る
地
方
債
の
償
還
負
担
見

込
額
が
減
少
し
た
こ
と
も
あ
り
、

昨
年
と
同
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
し

た
。

　
　
　
＊　
　
＊　
　
＊

　

そ
れ
ぞ
れ
の
比
率
は
、
県
内
市

町
村
平
均
よ
り
低
い
も
の
の
、
実

質
公
債
費
比
率
に
つ
い
て
は
、
全

国
市
区
町
村
平
均
を
上
回
っ
て
お

り
、
今
後
も
引
き
続
き
行
財
政
改

革
を
推
進
し
、
よ
り
健
全
な
財
政

　

滑
川
市
健
全
な
財
政
に
関
す
る
条

例
の
規
定
な
ど
に
よ
り
、
令
和
２
～

６
年
度
の
健
全
化
判
断
比
率
を
推
計

し
た
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

実
質
公
債
費
比
率
に
つ
い
て
は
、

数
年
は
横
ば
い
で
推
移
す
る
も
の

の
、
中
滑
川
駅
周
辺
整
備
事
業
や
道

路
改
良
事
業
な
ど
に
伴
う
元
金
償
還

が
始
ま
る
推
計
期
間
の
後
半
に
若
干

上
昇
す
る
も
の
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
将
来
負
担
比
率
に
つ
い
て

は
、
地
方
債
残
高
が
若
干
上
昇
し
、

◦中期財政計画

❶計画期間　 令和２年度から令和６年度ま
での５カ年度とします。

❷対象会計　 行政運営の基本的な経費全般
を計上する一般会計を対象と
します。

一般会計における歳入の見込みおよび歳出の計画額

年　　度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
地 方 税 4,693 4,181 4,171 4,460 4,410
地 方 譲 与 税 な ど 821 716 707 746 742
地 方 交 付 税 1,982 2,087 2,076 2,024 1,979
国 県 支 出 金 6,640 3,142 2,804 2,826 2,830
地 方 債 967 1,414   1,352 937 915
そ の 他 2,040 1,694 1,710 1,684 1,828
歳 入 合 計 17,143 13,234 12,820 12,677 12,704

年　　度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
義 務 的 経 費 6,065 6,056 6,143 6,188 6,193

人 件 費 1,926 1,950 1,946 1,942 1,952
扶 助 費 3,152 3,099 3,136 3,174 3,212
公 債 費 987 1,007 1,061 1,072 1,029

投 資 的 経 費 1,383 1,632   1,149   920  864
そ の 他 の 経 費 9,695 5,546 5,528 5,569 5,647
歳 出 合 計 17,143 13,234 12,820 12,677 12,704

年　　度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
地 方 債 残 高 9,971 10,455 10,839 10,813 10,819

年　　度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
財 政 調 整 基 金 1,969 1,878 1,796   1,775 1,600
減 債 基 金 392 382 372 362 352
公 共 施 設 整 備 基 金 341 357 368 374 380

計 2,702 2,617 2,536 2,511 2,332

一般会計における地方債残高の見込み

財政調整基金などの残高の見込み

◆歳入

◆歳出

（単位：百万円）

（単位：百万円）

（単位：百万円）

（単位：百万円）

※残高の見込みは、 償還額の全額が国から交付される臨時財政対策債を含んでいます（令和２年度では 9,971 百万円のうち 6,251 百万円）。

概要と課題
　計画期間内においては、総合計画に基づき、財政健全性
の確保に努めながら、総合的かつ計画的に取り組んでいく
こととしています。
　歳入においては、新型コロナウイルス感染症の影響に伴
う市民税の大幅な減収や、固定資産の評価替えに伴う固定
資産税の減収が見込まれます。
　地方債残高については、交付税の代替財源である臨時財
政対策債の残高が 62％以上を占めており、国の経済状況
によっては、さらに比率が高まるものと想定されます。建
設事業に伴う地方債残高は減少傾向にあり、中滑川駅周辺
整備事業や今後計画されている道路改良事業等に伴う地方

債を考慮し、地方債残高全体では若干上昇するものと見込ん
でいます。
　基金残高については、総合計画に定める各種事業の推進や
下水道事業をはじめとする公営企業等の地方債の償還に充て
る繰出金の増加により、年度間の財源不足の不均衡を調整す
るための財政調整基金や減債基金の減少が見込まれます。
　加えて、扶助費の増加や、医療及び介護保険事業等に対す
る繰出金の増加により、今後も厳しい財政状況が続くものと
予測されることから、引き続き徹底した経費の節減合理化を
図るとともに、財源の重点的かつ効率的な配分による財政運
営を行っていく必要があります。

　

滑
川
市
健
全
な
財
政
に
関
す
る
条

例
の
規
定
に
よ
り
、
中
期
財
政
計
画

を
定
め
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

中
期
財
政
計
画
は
、
総
合
計
画
に

掲
げ
ら
れ
て
い
る
施
策
・
事
業
の
着

実
な
推
進
に
向
け
て
、
中
期
的
な
財

政
収
支
の
見
通
し
を
立
て
、
現
在
と

将
来
に
お
け
る
行
財
政
運
営
上
の
課

題
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
計
画
的

か
つ
健
全
な
財
政
運
営
を
行
っ
て
い

く
た
め
の
指
針
と
す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
計
画
は
一
定
の
前
提

条
件
で
の
試
算
で
あ
り
、
財
政
環
境

は
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
や
地
方
財

政
制
度
の
動
向
な
ど
に
大
き
く
左
右

総
合
計
画
に
定
め
る
各
種
事
業

の
推
進
や
下
水
道
事
業
を
は
じ

め
と
す
る
公
営
企
業
な
ど
の
地

方
債
の
償
還
に
充
て
る
繰
出
金

が
増
加
す
る
た
め
、
財
政
調
整

基
金
な
ど
充
当
可
能
基
金
の
減

少
が
見
込
ま
れ
、
今
後
は
20
～

30
％
台
に
な
る
も
の
と
推
計
さ

れ
ま
す
。

いずれの数値もゼロに近いほど財政が健全だと言えます。さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
毎
年
、

最
新
の
財
政
事
情
を
踏
ま
え

て
見
直
す
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。



9 8広報 なめりかわ　令和２年11月１日  広報 なめりかわ　令和２年11月１日※ イベント・行事は新型コロナウイルスの感染拡大などで中止・延期される場合がありますので市ＨＰでもご確認ください。▶
※ 感染症対策のため、イベント・行事では、マスクの着用や手指消毒などの励行をお願いします。

■第 46 回くらしの窓作品展
内　 趣味の会の受講生と故・板坂英

子さん（和紙画家）の作品を展
示します。抽選でプレゼントが
当たります。

日　 11 月 12 日㈭～ 15 日㈰ 10:00
～ 17:00 ※ 15 日は 16:00 まで

場　図書館３階 催事室
■ 福寿大学「介護福祉とＩＣＴ」
日　11 月 27 日㈮ 13:30 ～
場　 市民交流プラザ３階 多目的ホール
講　 吉

よ し む た

牟田 裕さん（富山短期大学健
康福祉学科准教授）

■趣味の会
場　東地区公民館※陶芸は「陶芸の館」
他　開催日が変更される場合があり
　　ますので事前にご確認ください。

くらしの窓＜福寿大学・趣味の会＞
中央公民館 ☎ 475-5492

書　  道   ４日㈬ 19:00 ～
油　  絵 ４日㈬、11 日㈬、18 日㈬ 19:00 ～
陶　  芸   ８日㈰、22 日㈰ 9:30 ～

詩　  吟 10 日㈫、17 日㈫ 14:00 ～
13 日㈮、27 日㈮ 19:00 ～

くらしの窓＜福寿大学・趣味の会＞
中央公民館 ☎ 475-5492

内：内容　日：とき　場：ところ　講：講師　出：出演　料：料金　対：対象　定：定員　持：持ち物　申：申込み　他：その他
各種イベント情報 ※ イベント・行事は新型コロナウイルスの感染拡大などで、 中止・延期される場合がありますので、市 HP などもご確認ください。

日　 令和３年１月 10 日㈰ 10:00 ～
場　市民会館大ホール
対　 平成 12 年４月２日～平成 13

年４月 1 日生まれの方
他　   現在、市内に住民票がない方で、

当市の成人式に出席を希望され
る方は、11 月 26 日㈭までに
ご連絡ください。

滑川室内温水プール ☎ 476-0711
とやまでど～んと大同窓会

富山県地域振興課 ☎ 444-4496滑川市文化・スポーツ振興財団 ☎ 476-9120
令和３年成人式

生涯学習課　（内線 255）

内　 障がいのある方やその家族が、
一緒に色々な競技を楽しみます。
参加無料で、初参加の方も大歓
迎。動きやすい服装でお気軽に
ご参加ください。

日　11 月 22 日㈰ 10:00 ～
場　サン・アビリティーズ滑川

滑川室内温水プール ☎ 476-0711
とやまでど～んと大同窓会

富山県地域振興課 ☎ 444-4496滑川市文化・スポーツ振興財団 ☎ 476-9120
障がい者・家族レクリエーション大会

福祉介護課（内線 395）

■市民交流プラザ「悠友サロン」
内　 「民謡の集い」と題した歌声や演

奏の披露
日　11 月 17 日㈫ 13:30 ～
場　市民交流プラザ３階 多目的ホール
出　 民謡友の会（会主・高田 常男さん）
■ サロンコンサート
日　11 月 28 日㈯ 14:00 ～
場　市民交流プラザ１階 交流サロン
出　 女声合唱団「コーロ・スマイル」

（指導・石川 操さん）
　　林 亜希子さん（ピアノ）
■あいらぶ湯 いい風呂の日
内　 ①ヨモギ入り露天風呂
　　② 入浴料無料 ※対象は当日、各

種入浴券の回数券を購入した方
日　① 11 月 24 日㈫、② 26 日㈭
■今月のあいらぶ湯シルバーデー
　３日㈷、10 日㈫、
　17 日㈫、24 日㈫

滑川市文化・スポーツ振興財団 ☎ 476-9120
市民交流プラザからのお知らせ

滑川市文化・スポーツ振興財団 ☎ 476-9120

■ 親子でベビーヨガレッチ
内　  親子でベビーマッサージ、ヨガ

ポーズ、ストレッチをします。
日　 11 月 26 日㈭ 10:30 ～
場　市民交流プラザ３階 研修室２
講　 杉本 瑠美さん（脳育ベビーヨガ

レッチインストラクター）
対　未就園児と保護者
定　15 組（先着順）  
持　バスタオル、手に
　　持つおもちゃ
申　  ６日㈮以降に電話か窓口で申込み

子育て支援講座
子ども図書館　☎ 475-8180

内　 抽選でお菓子などを
　　プレゼント
日　11 月 30 日㈪

みのわ温泉 ☎ 474-1770
みのわ温泉の日

みのわ温泉 ☎ 474-1770

広告

内　 市内小学５年生の税に関する書
道作品などを展示します。

日　11 月 12 日㈭～ 17 日㈫
場　市民交流プラザ１階 交流サロン

「税を考える週間」作品展
税務課（内線 232）

※  感染症対策のため、当日は参加者・
見学者の検温をします。

■ ソフトボール教室
内　  専門家を講師に招いて開くソフ

トボール教室　※見学自由
日　 11 月３日㈷ 8:45 ～
場　市営本丸球場
対　 小・中学生　※申込不要
■ 宇津木杯ソフトボール交流大会
内　  県内の中学校女子ソフトボール

部がトーナメント方式で競う大
会　※観戦自由

日　  11 月３日㈷ 10:45 ～
場　市営本丸球場、市営有金球場

みのわ温泉 ☎ 474-1770
宇津木杯ソフトボール交流大会・教室

スポーツ課　（内線 259）

内　 親子で一流の奏者によるピアノ
演奏に触れてみませんか。小さ
いお子さんを含め、どなたでも
入場できます。

日　11 月 28 日㈯ 15:30 ～ 16:45
場　西地区コミュニティホール
出　 イリーナ・メ
　　ジューエワさ
　　ん（ピアニス
　　ト、京都市立
　　芸術大学音楽
　　学部専任講師、
　　ロシア出身）

滑川室内温水プール ☎ 476-0711
とやまでど～んと大同窓会

富山県地域振興課 ☎ 444-4496滑川市文化・スポーツ振興財団 ☎ 476-9120
親子で楽しむ素晴らしい音楽の世界

生涯学習課　（内線 256）

■早稲田桜子リラックリスマスコンサート
日　12 月５日㈯ 14:00 ～
場　西地区コミュニティホール
出　早稲田 桜子さん（バイオリン奏者）
料　 500 円（高校生以下 300 円）

で全席自由
■ 剣幸 恋文コンサート
日　12 月６日㈰ 15:00 ～
場　西地区コミュニティホール
出　 剣 幸さん（元・宝塚歌劇団月組

トップスター、富山市出身）
料　 3,000 円（ 当 日 3,500 円 ） で

全席指定　※前売り券販売中

滑川市文化・スポーツ振興財団 ☎ 476-9120
各種公演チケットのご案内

滑川市文化・スポーツ振興財団 ☎ 476-9120

■  Imagine 100Years ～地方覚醒 
懐かしい未来にむかって～

日　12 月６日㈰
　　14:00 ～
場　市民会館大ホール
講　石川 歩さん（千葉
　　ロッテマリーンズ
　　投手）

滑川市文化・スポーツ振興財団 ☎ 476-9120
市民文化講演会

内　 感染症対策のため、教室生によ
るステージ発表は中止し、発表
内容を事前に収録したビデオを
上映します。作品展示・バザー
は規模を縮小して行います。

日　 11 月 14 日㈯、15 日㈰
　　 9:30 ～　※ 14 日は 15:00 ま

で、15 日は 14:00 まで
場　 働く婦人の家

第39回働く婦人の家まつり
働く婦人の家　☎ 475-5780

日・内　 12 月７日㈪
① クリスマスメドレーによるヨガ＆

ダンス　9:30 ～ 11:00
② クリスマスメドレーミニミニコン

サート　11:00 ～ 11:30
場　総合体育センター
講・ 出　①大井 紀子さん（フィット

ネスインストラクター）、②廣瀬 
大悟さん（トロンボーン奏者）
ほか

料　 500 円　※なめり CAN クラブ
会員は無料

申　  11 月２日㈪～ 30 日㈪に電話
で申込み

女性のためのクリスマス
なめり CAN クラブ　☎ 475-9233

10 月 31 日㈯ ～ 11 月１日㈰
両日 10:00 ～ 15:00

スポーツ・健康の森公園で開催！！

　滑川産ボイルベニズワイガニの販売、カニ
汁やどんどん焼き、「滑川のホタルイカ」（急
速冷凍）を使ったホタルイカ飯や天ぷら、市
内小学生・高校生のオリジナル特産品など、
多彩な滑川グルメを堪能できるイベントで
す。
　お笑いコンビ・母心や富山県住みます芸人・
ノビ山本さんの爆笑ステージや、「リア充の
衝突」「乃木坂の詩」などの作品で知られる
本市出身の漫画家・御池慧さ
んのトークショーなど、ステ
ージイベントもあります。
※ ご来場の際は、新型コロナウイ

ルス感染症対策のため、必ずマ
スクを着用してください。

10月 31　　　　　　　
滑川市環境フェア
 　環境に関する展示・体験コーナー
の開設や物産品の販売をします！
※ 滑川市環境フェアのみ産業研修センタ

ーが会場です。

滑川ひかる市農産物販売会
 　地元の新鮮な農産物や加工品をお
求めください！

漫画家 御池 慧さん（本市出身） 富山県住みます芸人 ノビ 山本さんお笑いコンビ 母心
31 日㈯ 出演 １日㈰ 出演１日㈰ 出演

※ 体調が優れない方や発熱
症状がある方は、ご来場
を控えてください。

日㈯�同時開催！
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滑川市役所　〒936-8601 滑川市寺家町104 ☎475-2111 FAX475-6299 くらしの情報
※ 行事は新型コロナウイルスの感染拡大などで  中止・延期される場合がありますので、市 HP などもご確認ください。

コロナショック
に対応した
支援策

　

市
役
所
の
開
庁
時
間
内
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
取
り
が
で
き
な

い
方
や
、
申
請
方
法
が
分
か
ら
な
い

方
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
延
長
窓

口
と
休
日
開
庁
を
行
い
ま
す
。

　

カ
ー
ド
の
申
請
に
必
要
な
写
真
撮

影
も
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

延�

長
窓
口
開
設
日　
11
月
16
日
㈪
、

　
12
月
21
日
㈪

※
い
ず
れ
も
午
後
７
時
ま
で
受
付

休
日
開
庁
日　
11
月
７
日
㈯

※�

受
付
時
間
は
午
前
９
時
～
正
午
、

開
設
場
所
は
市
民
課
で
す
（
正
面

玄
関
か
ら
ご
入
場
く
だ
さ
い
）。

持
参
す
る
も
の

①
カ
ー
ド
を
受
け
取
り
た
い
場
合

 

問 

市
民
課
（
内
線
３
１
６
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
・

申
請
サ
ポ
ー
ト
の
た
め
の
延
長
窓

口
・
休
日
開
庁
を
実
施
し
ま
す

と�　
き　
11
月
20
日
㈮
午
後
６
時
～

（
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
滑
川
中
学

校
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
利
用
希
望
者
）、

午
後
７
時
～
（
一
般
利
用
団
体
）

と�

こ
ろ　
市
役
所�

東
別
館
３
階�

大

会
議
室

学
校
体
育
施
設
開
放
調
整
会

 

　（
12
月
～
１
月
の
利
用
予
定
分
）

 

問 

ス
ポ
ー
ツ
課
（
内
線
２
５
８
）

■
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

　

寒
く
な
る
に
つ
れ
、
火
を
取
り
扱

う
機
会
が
増
え
、
火
災
が
発
生
し
や

す
い
季
節
を
迎
え
ま
す
。
大
切
な
人

命
、
財
産
を
守
る
た
め
に
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
し
、
暖
房
器
具
や

ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
取
り
扱
い
に
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

期　
間　
11
月
９
日
㈪
～
15
日
㈰

標�　
語　
そ
の
火
事
を�

防
ぐ
あ
な
た

に�

金
メ
ダ
ル

■
秋
季
消
防
訓
練

と　
き　
11
月
８
日
㈰
午
前
８
時
半
～

と�

こ
ろ　
常
盤
町
地
内
（
エ
ー
ル
付

近
一
帯
）

※�

消
防
車
や
救
急
車
が
サ
イ
レ
ン
を

鳴
ら
し
て
走
行
し
た
り
放
水
し
た

り
し
ま
す
が
、
火
災
や
事
故
と
間

違
え
な
い
よ
う
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

 

問 

滑
川
消
防
署

 

　 

☎
４
７
５
‐
０
１
８
０

　

来
年
の
確
定
申
告
に
向
け
、
領
収

書
や
請
求
書
な
ど
の
関
係
書
類
を
保

管
・
整
理
し
、「
収
支
内
訳
書
」
を

作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

　

作
成
の
際
に
便
利
な
「
収
支
計
算

準
備
表
」
と
記
載
例
を
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
。
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
左
上
＝
㊧
＝
で
「
準
備
表
」

と
サ
イ
ト
内
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
次
の
交
付
金
な
ど
も
農
業

所
得
の
対
象
で
、
申
告
が
必
要
で
す
。

（
例
）

・
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金

・
経
営
所
得
安
定
対
策
等
交
付
金　

・
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

・
営
農
組
織
の
組
合
員
の
労
務
費

農
業
所
得
の
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方
へ

 

問 

税
務
課
（
内
線
２
３
４
）

　

例
年
実
施
し
て
い
る
年
末
調
整
説

明
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
の
た
め
、
中
止
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

年
末
調
整
説
明
会
の
中
止
に
つ
い
て

 

問 

魚
津
税
務
署

 

　 

☎
０
７
６
５
‐
24
‐
４
９
３
４

　

令
和
３
年
度
か
ら
指
定
管
理
者
と

し
て
常
願
寺
ハ
イ
ツ
の
管
理
運
営
を

行
う
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
当
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

常
願
寺
ハ
イ
ツ
指
定
管
理
者
を
募
集

 

問 

富
山
地
区
広
域
圏
事
務
組
合

 

　 

☎
４
６
２
‐
１
１
８
７

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公

的
年
金
等
の
収
入
や
そ
の
他
の
所
得

額
が
一
定
基
準
額
以
下
の
年
金
受
給

者
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、
年
金

に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

す
で
に
各
種
年
金
を
受
給
し
て
い

る
方
で
、
新
た
に
年
金
生
活
者
支
援

給
付
金
の
受
給
要
件
を
満
た
す
方
に

は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
案
内
が
発

送
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

給
付
金
を
受
け
取
る
に
は
、
請
求

書
の
提
出
が
必
要
で
す
の
で
、
同
封

の
は
が
き
（
年
金
生
活
者
支
援
給
付

金
請
求
書
）
に
必
要
事
項
を
ご
記
入

の
上
、
お
早
め
に
返
送
し
て
く
だ
さ

い
。

　

灯
油
の
利
用
が
増
え
る
冬
期
は
、

油
の
流
出
事
故
が
増
加
し
ま
す
。

　

灯
油
の
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
給
油

す
る
際
は
、
そ
の
場
を
絶
対
に
離
れ

ず
、
給
油
後
は
タ
ン
ク
の
バ
ル
ブ
を

し
っ
か
り
締
め
ま
し
ょ
う
。

油
の
流
出
に
注
意

 

問 

生
活
環
境
課
（
内
線
３
３
２
）

　

凶
悪
事
件
な
ど
の
重
要
指
名
手
配

被
疑
者
を
含
め
、
全
国
の
警
察
か
ら

約
６
３
０
人
（
※
８
月
末
現
在
）
の

被
疑
者
が
指
名
手
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

11
月
は
指
名
手
配
被
疑
者
検
挙
の

強
化
月
間
で
す
。
早
期
検
挙
の
た
め
、

全
国
の
警
察
が
総
力
を
挙
げ
て
追
跡

捜
査
を
し
て
い
ま
す
。

◆
重
要
指
名
手
配
被
疑
者

　

警
察
庁
・
県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

顔
写
真
な
ど
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

「
よ
く
似
た
人
を
見
掛
け
た
」
な
ど
、

ど
ん
な
さ
さ
い
な
情
報
で
も
結
構
で

す
の
で
、
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
そ
の
他
の
指
名
手
配
被
疑
者

　

警
察
が
聞
き
込
み
捜
査
な
ど
を
行

う
際
は
、
ど
ん
な
わ
ず
か
な
情
報
で

も
結
構
で
す
の
で
、
情
報
提
供
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

指
名
手
配
被
疑
者
検
挙
に
ご
協
力
を

 

問 

滑
川
警
察
署

 

　  

☎
４
７
５
‐
０
１
１
０

募�

集
職
種　
事
務
補
助
員

職�

務
内
容　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
（
清
掃
消
毒
作
業
、

予
防
対
策
業
務
な
ど
）

勤�

務
場
所　
①
市
内
小
・
中
学
校
や

児
童
館
、
②
図
書
館
・
子
ど
も
図

書
館
な
ど
社
会
教
育
施
設

募�

集
人
数　
①
９
人
程
度
、
②
２
人

程
度

報　
酬　
時
給
８
９
７
円
程
度

※�

通
勤
手
当
有
り

就�

業
時
間
・
日
数　
週
15
時
間
（
１

カ
月
あ
た
り
①
は
20
日
間
、
②
は

16
日
間
）
※
土
・
日
曜
、
祝
日
が

勤
務
日
と
な
る
場
合
あ
り

任�

用
期
間　
採
用
決
定
の
翌
日
～
来

年
３
月
末

応�

募
要
件　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
る
雇
止
め
や

事
務
補
助
員（
会
計
年
度
任
用
職
員
）

を
募
集
　  

※
緊
急
短
期
雇
用
創
出

 

問 

①
学
務
課
（
内
線
２
５
７
）

 

②
図
書
館

 

　 

☎
４
７
５
‐
８
０
０
１

解
雇
等
で
職
を
失
っ
た
方
ま
た
は

採
用
の
内
定
を
取
り
消
さ
れ
た
方
、

事
業
を
廃
業
・
休
業
し
た
方
、
収

入
が
減
少
し
た
方

必
要
な
資
格
・
経
歴
等　
な
し

応�

募
方
法　
所
定
の
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
６
カ
月
以
内
に

撮
影
し
た
証
明
写
真
を
添
付
し
て

提
出
（
郵
送
可
）

応
募
期
限　
随
時
募
集

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
方
々
の
再

就
職
を
後
押
し
す
る
た
め
、
県
内
の

事
業
主
が
行
う
試
行
期
間
（
最
大
３

カ
月
）
を
通
じ
た
正
規
雇
用
化
へ
の

取
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

　

求
職
者
に
と
っ
て
は
未
経
験
の
業

種
や
職
種
に
も
挑
戦
し
や
す
く
な

り
、
事
業
主
に
と
っ
て
も
雇
用
の
ミ

ス
マ
ッ
チ
の
防
止
な
ど
、
双
方
に
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

コ
ロ
ナ
離
職
者
再
就
職
支
援
事
業

（
富
山
県
版
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
）

 

問 

富
山
県
人
材
活
躍
推
進
セ
ン
タ
ー

 

　 

☎
４
１
１
‐
９
１
６
９

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
た
市
内
の

中
小
企
業
と
個
人
事
業
主
を
対
象
と

し
た
相
談
会
を
開
き
ま
す
。

　

中
小
企
業
診
断
士
や
社
会
保
険
労

務
士
が
、
経
営
相
談
や
国
な
ど
の
各

種
支
援
策
の
活
用
な
ど
に
関
す
る
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。

と�　
き　
11
月
24
日
㈫
午
後
１
時
～

午
後
５
時

と�

こ
ろ　
市
役
所
東
別
館
３
階�

中
会

議
室

※�

要
予
約
（
富
山
県
よ
ろ
ず
支
援
拠

点
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。）

中
小
企
業
無
料
経
営
相
談
会

 

問 

商
工
水
産
課
（
内
線
３
４
１
）

　  

富
山
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

 

　 

☎
４
４
４
‐
５
６
０
５

　

年
末
調
整
に
関
す
る
各
種
情
報

は
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://

www.nta.go.jp

）
で
開
設
し
て
い

る
年
末
調
整
特
集
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
年
末
調
整
説
明
会

の
会
場
で
例
年
放
映
し
て
い
る
年
末

調
整
に
関
す
る
動
画
は
国
税
庁
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
番
組
（
Ｗ
ｅ
ｂ-

Ｔ
Ａ

Ｘ-

Ｔ
Ｖ
）
で
視
聴
で
き
ま
す
。

広告

　

必
要
な
書
類
な
ど
は
市
役
所
か
ら

の
通
知
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

②
カ
ー
ド
を
申
請

し
た
い
場
合

　

運
転
免
許
証
な

ど
の
身
分
証
明
書
、

通
知
カ
ー
ド

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
に
つ
い
て

 

問 

魚
津
年
金
事
務
所

 

　 

☎
０
７
６
５
‐
24
‐
５
１
５
３

　  

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

 

　 

☎
０
５
７
０
‐
05
‐
１
１
６
５

広告 問合せ先　　ＪＡアルプス滑川野菜集荷場　　☎471-2144
滑川市りんご組合
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◆
定
住
促
進
住
宅

※�
金
額
は
月
額
の
入
居
者
負
担
額
（
駐

車
場
代
は
別
）
で
す
。

公
営
住
宅
　
入
居
者
募
集

 

問 

ま
ち
づ
く
り
課
（
内
線
４
３
２
）

◉
サ
ン
コ
ー
ポ
ラ
ス
吾
妻

▽
２
～
５
階
３
Ｄ
Ｋ��

19
戸��

４
万
円

◉
サ
ン
コ
ー
ポ
ラ
ス
北
野

▽
１
～
５
階
３
Ｄ
Ｋ��

40
戸

　
４
万
４
０
０
０
円

◉
サ
ン
コ
ー
ポ
ラ
ス
上
小
泉

▽
４
～
５
階
２
Ｋ��

３
戸

　
２
万
２
０
０
０
円

◆
市
営
住
宅

※�

金
額
は
月
額
の
入
居
者
負
担
額
で
す
。

◉
荒
俣

▽
２
～
３
階
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ��

６
戸

　
２
万
１
０
０
円
～
３
万
６
１
０
０
円

▽
１
～
２
階
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ��

７
戸

　
２
万
３
２
０
０
円
～
３
万
６
６
０
０
円

◉
浜
町

▽
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ��

２
戸

　
１
万
５
０
０
０
円
～
２
万
２
７
０
０
円

◉
サ
ン
コ
ー
ポ
ラ
ス
上
小
泉

▽
１
・
５
階
２
Ｋ��

３
戸

　
７
１
０
０
円
～
１
万
６
０
０
円

◉
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
有
磯

▽
１
階
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ　
１
戸

　
３
万
６
８
０
０
円
～
５
万
６
８
０
０
円

▽
１
～
３
階
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ��

６
戸

　
４
万
６
０
０
０
円
～
６
万
８
１
０
０
円

▽
２
～
３
階
４
Ｌ
Ｄ
Ｋ��

３
戸

　
６
万
１
６
０
０
円
～
８
万
８
６
０
０
円

申
込
期
限　
11
月
13
日
㈮

抽
選
日　
　
11
月
20
日
㈮

入
居
可
能
日　
12
月
11
日
㈮
以
降

※
申
込
み
は
窓
口
で

　
（
電
話
不
可
）

入札日
（開札日）

入札
番号 区分 工事名 予定価格 ( 円 ) 落札金額 ( 円 ) 落札率

  （％） 落札業者

10 日 116 指名 滑川特定環境保全公共下水道事業管渠築造（その 13）工事 5,197,500 5,170,000 99.5 ㈲喜中工務店

入札日
（開札日）

入札
番号 区分 物品名 予定価格 ( 円 ) 落札金額 ( 円 ) 落札率

  （％） 落札業者

10 日 117 指名 アナログ式防災行政ラジオ購入 ― ― ― 【中　止】

令和２年９月の入札状況   問 財政課 財産管理係（内線 264） 　入札・契約業務における透明性・公平性の向上を一層
図るため、入札状況を掲載しています。

※ 一部例外を除き工事以外の入札では予定価格を公表していません。一般競争入札は工事にのみ導入しています。
※ 中止など、入札の詳細な経過については、市ホームページ「入札情報」コーナーをご覧ください。

 ※ 100 台

　

11
月
12
日
㈭
～
25
日
㈬
は
「
女
性

に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
の

実
施
期
間
で
す
。
配
偶
者
な
ど
近
親

者
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）、
性
犯
罪
、

人
身
取
引
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
（
セ
ク
ハ
ラ
）、
ス
ト
ー
カ
ー

行
為
な
ど
に
悩
ん
で
い
る
人
・
悩
ん

で
い
る
人
を
知
っ
て
い
る
人
は
、
ご

相
談
・
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

富
山
県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
５
‐
６
７
２
２

※�

身
の
危
険
を
感
じ
た
ら
…
迷
わ
ず

１
１
０
番
通
報
を

■�

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

　

人
権
擁
護
委
員
の
無
料
電
話
相
談

で
す
。
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

と　
き　
11
月
12
日
㈭
～
18
日
㈬
午

　
前
８
時
半
～
午
後
７
時

※
土
・
日
は
午
前
10
時
～
午
後
５
時

対�　
象　
女
性
の
人
権
に
関
し
て
お

悩
み
の
方

相�

談
内
容　
夫
な
ど
パ
ー
ト
ナ
ー
の

暴
力
、
職
場
な
ど
に
お
け
る
セ
ク

ハ
ラ
被
害
、
ス
ト
ー
カ
ー
被
害
、

そ
の
他
女
性
を
め
ぐ
る
各
種
問
題

相
談
受
付
の
電
話
番
号

　
☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

 

問 

生
涯
学
習
課
（
内
線
２
５
６
）

　  

子
ど
も
課
　  （
内
線
３
２
４
）

　  

富
山
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

 

　 

☎
４
４
１
‐
６
３
７
６

　

昭
和
56
年
５
月
以
前
に
着
工
の
木

造
住
宅
を
耐
震
改
修
さ
れ
る
方
に
対

し
、
工
事
費
の
一
部
を
最
大
１
０
０

万
円
ま
で
補
助
し
て
い
ま
す
。

※�

工
事
着
工
（
契
約
）
前
の
補
助
申

請
と
、
来
年
３
月
末
ま
で
完
了
す

る
工
事
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

対�
象
住
宅　
①
～
④
の
全
て
が
当
て

は
ま
る
住
宅

①
木
造
で
２
階
建
て
以
下
の
一
戸
建
て

②�

建
物
の
過
半
が
昭
和
56
年
５
月
31

日
以
前
に
着
工
し
た
も
の

③
在
来
軸
組
工
法
（
柱
・
梁
・
筋
か

い
で
支
え
る
工
法
）
に
よ
る
建
築

④�

日
本
建
築
防
災
協
会
の
一
般
診
断

法
か
精
密
診
断
法
に
よ
り
、
耐
震

補
強
の
必
要
性
あ
り
と
診
断
さ
れ

て
い
る

補�

助
率
・
金
額　
５
分
の
４
（
限
度

額
１
０
０
万
円
）

※�

耐
震
診
断
に
つ
い
て
は
、
診
断
費

用
の
一
部
を
県
が
助
成
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
富
山

県
建
築
士
事
務
所
協
会
（
☎
４
４

２
‐
１
１
３
５
）
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

 

問 

ま
ち
づ
く
り
課
（
内
線
４
３
３
）

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
費
用

を
補
助
し
ま
す

　

空
き
家
な
ど
の
適
正
な
管
理
を
怠

る
と
、倒
壊
や
建
築
材
の
飛
散
、雑
草・

樹
木
の
繁
茂
に
よ
り
、
近
隣
住
民
の

良
好
な
生
活
環
境
を
阻
害
す
る
要
因

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
法
令
な
ど
で

も
、
所
有
者
、
管
理
者
の
方
が
空
き

家
な
ど
を
適
切
に
管
理
す
る
よ
う
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
次
の
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

◦�

近
隣
住
民
や
通
行
者
な
ど
に
危
険

を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
普
段
か
ら
適

切
な
修
繕
や
管
理
を
す
る
。

◦�

敷
地
内
の
雑
草
を
除
去
す
る
な
ど

定
期
的
な
管
理
を
す
る
。

◦�

家
屋
な
ど
を
空
き
家
に
す
る
場
合

に
は
、
近
隣
の
方
に
連
絡
先
を
伝

え
て
お
く
。　
　
　
　
　
　

�

な
ど

※�
な
お
、
市
で
は
老
朽
化
の
著
し
い

空
き
家
に
対
し
、
取
壊
し
を
支
援

す
る
た
め
、
補
助
（
上
限
50
万
円
）

を
し
て
い
ま
す
。
適
正
な
管
理
の

た
め
に
も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

空
き
家
な
ど
の
適
正
な
管
理
を

 

問 

ま
ち
づ
く
り
課
（
内
線
４
３
３
）

■�

本
市
の
空
き
家
率
（
平
成
30
年
住

宅
・
土
地
統
計
調
査
か
ら
）

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
本
市

の
空
き
家
率
は
12
・
６
パ
ー
セ
ン
ト

と
、
県
内
10
市
の
中
で
も
比
較
的
低

く
、全
国
平
均・富
山
県
（
15
市
町
村
）

平
均
を
下
回
っ
て
い
ま
す
が
、
市
内

に
は
ま
だ
ま
だ
、
管
理
の
行
き
届
い

て
い
な
い
空
き
家
が
散
見
さ
れ
て
い

る
状
況
で
す
。
引
き
続
き
、
適
正
な

管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

来
年
４
月
以
降
の
保
育
所
（
園
）

や
認
定
こ
ど
も
園
（
保
育
園
部
分
）

の
入
園
申
込
み
を
11
月
に
受
け
付
け

ま
す
（
申
込
み
の
時
点
で
生
ま
れ
て

い
る
お
子
さ
ん
に
限
り
ま
す
）。

　

印
鑑
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
確
認
で

き
る
も
の
（
お
子
さ
ん
と
父
・
母
の

分
）
を
持
参
し
て
来
庁
し
「
保
育
給

付
認
定
申
請
書
兼
入
所
申
込
書
」
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
に
添

付
す
る
「
勤
務
証
明
書
」
な
ど
の
様

式
は
、
子
ど
も
課
窓
口
で
配
布
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 

問 

子
ど
も
課
（
内
線
３
２
２
）

保
育
所
な
ど
へ
の
入
園
申
込
み

受
付
け
に
関
す
る
ご
案
内

　
「
児
童
虐
待
か
も
…
」
と
思
っ
た

ら
、
す
ぐ
に
子
ど
も
課
や
児
童
相
談

所
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

連
絡
さ
れ
た
方
や
連
絡
内
容
に
関

す
る
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル　

☎
１
８
９
（
24
時
間
受
付
）

今�

年
度
最
優
秀
標
語　
１
８
９
（
い

ち
は
や
く
）　

知
ら
せ
て
守
る　

こ
ど
も
の
未
来

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

 

問 

子
ど
も
課
（
内
線
３
２
５
）

　  

富
山
児
童
相
談
所

 

　 

☎
４
２
３
‐
４
０
０
０

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
集
中
受
付
期
間
に
つ
い
て

と　
き　
11
月
５
日
㈭
、
６
日
㈮

　
午
前
９
時
～
午
後
６
時
半

と
こ
ろ　
市
役
所
東
別
館
１
階
小
会
議
室

※�

こ
の
期
間
中
に
ご
都
合
が
悪
い
場
合

は
、
11
月
中
（
入
園
先
が
市
外
の
場

合
は
11
月
17
日
㈫
ま
で
）
に
子
ど
も

課
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

※
12
月
以
降
は
、
定
員
に
余
裕
が
あ

　
れ
ば
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

※�

定
員
を
上
回
る
場
合
は
ご
希
望
の

施
設
に
入
園
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※�

手
続
き
の
詳
細
は
10
月
号
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
影
響
で
献
血
血
液
が
不
足
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

と�　
き　
①
11
月
８
日
㈰
午
前
９
時

～
午
後
４
時
、
②
11
月
19
日
㈭
午

前
10
時
～
午
後
４
時
（
正
午
～
午

後
１
時
15
分
を
除
く
）

と
こ
ろ　
①
プ
ラ
ン
ト
３
駐
車
場
、

　
②
市
役
所
東
別
館
前

対　
象　
16
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
方

※�

65
歳
以
上
の
方
は
、
60
～
64
歳
の

間
に
献
血
の
経
験
が
あ
る
方
限
定

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

 

問 

福
祉
介
護
課
（
内
線
３
９
５
）

　

エ
イ
ズ
相
談
・
迅
速
（
即
日
）
検

査
を
毎
週
行
っ
て
い
ま
す
。
検
査
は
、

匿
名
・
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

医
療
の
進
歩
に
伴
い
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に

感
染
し
て
も
早
期
発
見
・
治
療
を
行

う
こ
と
で
、
エ
イ
ズ
の
発
症
を
防
ぎ
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
て
い
な
い
人
と
同

等
の
生
活
を
送
る
こ
と
が
期
待
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、
Ｈ
Ｉ

Ｖ
感
染
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
早
期
発

見
・
治
療
の
た
め
に
検
査
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

と�　
き　
毎
週
火
曜
日�

午
前
９
時
～

11
時
（
12
月
29
日
㈫
除
く
）

※�

前
日
午
後
５
時
ま
で
に
要
電
話
予

約
と�

こ
ろ　
県
中
部
厚
生
セ
ン
タ
ー

■
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
に
つ
い
て

　

国
内
で
は
昨
年
、
新
た
な
Ｈ
Ｉ
Ｖ

感
染
者
が
８
９
１
人
、
エ
イ
ズ
を
発

症
し
た
人
が
３
２
８
人
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

　
12
月
１
日
は
「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」

で
す
。
レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
を
エ
イ
ズ
へ

の
理
解
と
支
援
の
象
徴
と
し
、
世
界

中
で
様
々
な
運
動
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

エ
イ
ズ
相
談
・
迅
速
検
査

 

問 

県
中
部
厚
生
セ
ン
タ
ー

 

　 

☎
４
７
２
‐
０
６
３
７

出掛けてみませんか？ あります、お宝と掘り出し物。 

骨 董 ふ り ま 
毎月、最終土曜日、日曜日、朝９時から夕４時まで開催中 

    絵画、掛軸、珍品、有名作家工芸品、骨董品 

骨董品の展示即売を開催しています。買取歓迎します。 

場所 旧国道沿 滑川市瀬羽町１８６０ 旧宮崎酒造跡（ぼんぼこさ） 
主催 滑川宿まちなみ保存と活用の会 ・ 滑川骨董ふりま実行委員会 
協賛 滑川市観光協会    問合せ 090-2126-7725椎名 

養照寺さんの駐車場をご利用いただけます。 
広告

  橋場 骨　董　ふ　り　ま
！出掛けてみませんか？ あります、お宝と掘り出し物。 

骨 董 ふ り ま 
毎月、最終土曜日、日曜日、朝９時から夕４時まで開催中 

    絵画、掛軸、珍品、有名作家工芸品、骨董品 

骨董品の展示即売を開催しています。買取歓迎します。 

場所 旧国道沿 滑川市瀬羽町１８６０ 旧宮崎酒造跡（ぼんぼこさ） 
主催 滑川宿まちなみ保存と活用の会 ・ 滑川骨董ふりま実行委員会 
協賛 滑川市観光協会    問合せ 090-2126-7725椎名 

養照寺さんの駐車場をご利用いただけます。 

くらしの情報育児・健康・福祉
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人口と世帯 [10.１現在]
◎ 人　　口　　33,185 [＋17]（△ 78）
◎  (　男　)　　16,269 [＋  8]（△ 5）
◎  (　女　)　　16,916 [＋  9]（△ 73）
◎ 世 帯 数　　12,593 [＋  8]（＋180）
※[　　]は前月比（　　）は前年同月比
※人口・世帯数は、外国人住民を含んでいます

市内の交通事故状況 [９.１～９.30]
◎ 事故件数　　  4件 （＋ 1）＜ 44件＞
◎ 死　　者　　  0人 （　－　）＜ 0人＞
◎ 負 傷 者　　  6人 （＋ 1）＜ 53人＞
※（　　）は前年同月比　＜　＞は今年の累計

市内の火事・救急発生件数 [９.１～９.30]
◎ 火 災 件  数    　0件 （　－　）＜      4件＞

死  者    　0人 （　－　）＜      0人＞
負傷者    　0人 （　－　）＜      0人＞

◎ 救 助 件  数    　0件 （△ 4）＜ 12件＞
◎ 救 急 件  数  79件 （△ 21）＜ 834件＞
※（　　）は前年同月比　　＜　＞は今年の累計

ゆずります
求めます

◆譲ります  
◦キーボード　◦足マッサージ機　◦電気こたつ
◆求めます（★は応談）
◦田中小学校女子制服、体操服　
◦室内遊具（ブランコ、滑り台）
★東部小学校体操服（身長120～130㎝）

　譲りたい物や探し
ている物がある方は
ご連絡ください。

問合せ先
生活環境課

（内線332）

※ 行事は新型コロナウイルスの感染拡大などで  中止・延期される場合がありますので、市 HP などもご確認ください。
育児・健康・福祉滑川市役所　〒936-8601 滑川市寺家町104 ☎475-2111 FAX475-6299

集団健康診査（バス）で受ける場合

検診項目 特定健康診査・後期
高齢者の健康診査

がん検診 骨密度
胃（バリウム）大腸がん 肺がん・結核 子宮がん（頸部） 乳がん

個人負担金（70 歳未満）
※ 70 歳以上は無料

無　料
（心電図・眼底検査追
加希望者は各500円）

700 円 300 円
レントゲン 100 円
レントゲンと喀痰

400 円
700 円 700 円 300 円

11 月   ９日㈪ 市民健康センター 8:00 ～ 10:00 8:00 ～ 9:30
11 月 25 日㈬ サン・アビリティーズ滑川 13:00 ～ 14:00

◇申込方法　市民健康センター（475-8011）への電話予約が必要です。電話予約なしの来所はご遠慮ください。
　　　　　　定員がありますので、お早めにお申し込みください。
　　　　　　来所時間が集中して「３密」になることを回避するため、電話予約の際に来所時間を調整させていただきます。
◇注意事項
　マスク着用と手洗い励行をお願いします。体調には十分に留意し、普段の体調と異なる場合は受診を見合わせてください。
　各受診券や案内に記載されている注意事項を確認の上、受診してください。

集団健康診査のお知らせ

健診に
イカ・ナイト！
（行かないと )

※ 表に記載の時間は受付時間善 意 の 窓

広告

（９月16日～10月15日）

市の社会福祉事業、善意
銀行、教育事業、ふるさ
と滑川応援寄附金などに
次の方々からご寄附を頂
きました。ありがとうご
ざいました。（敬称略）

（故）松山和喜子（大　河　区）
（故）岩城　一子（　栃　山　）
（故）萩原　満二（　中　町　）
（故）酒井　益枝（清水町２区）
　　　匿名希望　１件
  ＜新型コロナ感染症対策＞
　　　千先　久矩  ※手指消毒液など
  ＜ふるさと滑川応援寄附金＞
　　　大野　紀子
　　　吉森　英雄　　ほか89件

　大江鐵工（追分）は、
防災の推進に役立てて
ほしいとして市に金一
封を寄附しました。寄

附は同社の設立50周年記念事業として行われ、大江敏行会長と
妻で監査役の美智子さんに上田市長から感謝状が贈られました。

防災対策推進へ金一封
設立50周年の大江鐵工

　

理
学
療
法
士
や
健
康
運
動
実
践
指

導
者
な
ど
専
門
家
の
指
導
に
よ
り
、

ア
ク
ア
ビ
ク
ス
や
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど

に
取
り
組
み
、
運
動
の
方
法
や
継
続

の
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
ま
す
。

※�

全
10
回
の
日
程
（
１
回
目
と
９
回

目
は
体
力
測
定
を
実
施
）

と�　
き　
来
年
１
月
８
日
㈮
～
３
月

12
日
㈮
の
毎
週
金
曜
日
午
前
９
時

半
～
11
時
半（
受
付
け
午
前
９
時
～
）

と
こ
ろ　
タ
ラ
ソ
ピ
ア

参
加
費　
１
回
５
２
０
円

対　
象　
65
歳
以
上
の
方

定　
員　
10
人
（
先
着
順
）

持�

ち
物　
水
着
、
水
泳
帽
な
ど

タ
ラ
ソ
ピ
ア
運
動
教
室

 

問 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

 

　 

☎
４
７
６
‐
９
４
０
０

実�

施
日

　
（
早
月
中
学
校
区
）
11
月
24
日
㈫

　
（
滑
川
中
学
校
区
）
11
月
25
日
㈬

対　
象　

・�

介
護
保
険
の
要
介
護
度
４
ま
た
は

　
５
で
在
宅
・
寝
た
き
り
の
方

・�
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
2

　
級
で
在
宅
・
寝
た
き
り
の
方

申
込
期
限　
11
月
19
日
㈭

寝
具
丸
洗
い
乾
燥
有
料
サ
ー
ビ
ス

 

問 

滑
川
市
社
会
福
祉
協
議
会

 

　 

☎
４
７
５
‐
７
０
０
０

　

掃
除
や
買
い
物
な
ど
の
高
齢
者
の

生
活
支
援
を
担
う
方
を
養
成
す
る
研

修
会
を
開
き
ま
す
。

　

こ
の
研
修
を
修
了
し
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
登
録
す
る
と
、
身

体
介
護
を
伴
わ
な
い
訪
問
介
護
従
事

者
と
し
て
活
動
で
き
ま
す
。

と�　
き　
11
月
20
日
㈮
、
24
日
㈫
、

26
日
㈭
午
前
９
時
～
午
後
０
時
10

分　
※
全
３
日
間
（
計
９
時
間
）

と�

こ
ろ　
滑
川
市
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク

プ
ラ
ザ
分
室

定　
員　
15
人
（
先
着
順
）

高
齢
者
の
生
活
支
援
に
か
か
る
研
修

 

問 

福
祉
介
護
課
（
内
線
３
９
９
）

11月の納税など
国民健康保険税（第５期）後期高齢者医療保険料（第５期）

　地方税の申告は　　e
エルタックス
LTAXで！

eLTAX は、地方税における手続きを、インターネットを利用
して電子的に行うシステムです。http://www.eltax.jp/

休日当番医
８日㈰  厚生連滑川病院（内科系）

（常盤町）☎ 475‐1000
 みどり歯科医院

（黒部市）☎ 0765‐54‐5775

15 日㈰  毛利医院
（四間町）☎ 475‐0054

 朝日歯科クリニック
（黒部市）☎ 0765‐57‐3181

22 日㈰  厚生連滑川病院（外科系）
（常盤町 ) ☎ 475‐1000

 中央歯科医院
（黒部市）☎ 0765‐54‐5188

23 日㈷  くるまたにクリニック
（上小泉）☎ 476‐5122

 おぎの歯科医院
（黒部市）☎ 0765‐54‐0648

29 日㈰  打田内科
（辰　野）☎ 476‐0050

 うめかわ歯科クリニック
（黒部市）☎ 0765‐57‐1233

12 月
６日㈰

 加積クリニック
（堀　江）☎ 476‐0558

 新堂歯科診療所
（黒部市）☎ 0765‐52‐5511

＊ 診療時間は 9:00 ～ 17:00 です。症状などに
よっては受診できない場合があります。当番医
にご確認ください。

＊ 都合により、当番医が変更になる場合があります。一般医は消防
署（☎ 475-0180）、歯科医は県歯科保健医療総合センター（☎
433-2039）で確認できます。

月　日 一般医 歯科医
11 月
１日㈰

 ひまわりクリニック
（上小泉）☎ 475‐4131

 平井デンタルクリニック
（黒部市）☎ 0765‐52‐0727

３日㈷  吉見病院
（清水町）☎ 475‐0861

 島田歯科医院
（黒部市）☎ 0765‐52‐0167

月　日 一般医 歯科医

　広報誌（発行部数 12,800 部）に有料で広告を掲載します。
掲載位置　５段書きの最下段（２色刷りページ）
大 き さ　①縦 46 ㍉×横 84 ㍉（１段の半分）
　　　　　②縦 46 ㍉×横 172 ㍉（１段全部）
広 告 料　１号掲載につき① 8,000 円 ② 15,000 円
申込期限　掲載希望の号の発行日の約１カ月前　※先着順
　　　　　例）来年１月号の場合は 11 月 30 日㈪

申込み・問合せ先　企画政策課（内線 222）

広報なめりかわ 広告主募集

　子宮・乳がん検診　 検査着（スカート、ケープ）は感染症対策のため貸し出しません。各自、代わ
りになるものをご持参ください。

◇その他　＊ 骨密度検診は骨折などを招く骨粗しょう症の早期発見に役立ちます。40 歳以降の女性
は積極的に受診を！

　　　　　＊ 特定健診・がん検診などを受けた結果、精密検査が必要となって検査を受ける場合は、
医療保険の対象となります。 

11 月の福祉総合相談
市役所東別館での相談　☎ 475-7000（滑川市社会福祉協議会）
法律相談（各日 先着６人） 13 日㈮  13:00 ～ 16:00
　要・電話予約  ※１週間前から受付け（予約時間 9:00 ～ 17:00）
 　　　　　　　 ※ 12 月４日㈮の電話予約は 11 月 27 日㈮から受付け
税金相談 10 日㈫  13:30 ～ 15:30
人権悩みごと相談 11 日㈬  13:30 ～ 16:00
行政相談 20 日㈮  13:30 ～ 16:00
生活就労相談 10 日㈫  10:00 ～ 11:30
登記相談 今月はありません
心配・悩みごと相談 26 日㈭  13:30 ～ 16:00
成年後見遺言相続相談 19 日㈭  13:30 ～ 16:00
貸付金制度利用相談
ボランティア相談
権利擁護相談

毎 日    8:30 ～ 17:15

消費生活相談（生活環境課） 毎 日    9:30 ～ 15:30
市役所本館１階相談室での相談　問合せ先　市民課（内線 314）
年金相談 12 日㈭  10:00 ～ 15:00

要・予約（電話または窓口で）  ※先着順（予約時間 8:30 ～ 17:30）
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子 ど も 未 来 サ ポ ー ト セ ン タ ー 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー 　 　  　 　☎ 476‐9400
■ うんどう教室　いくつになっても自分の足で歩ける体づくり
　と　き　①  ５日㈭、19日㈭ 10:30～11:30
　　　　　 ②12日㈭、26日㈭ 10:30～11:30
　ところ　①スポーツ・健康の森公園、②いをのみ公園
　 ※雨天時は①サン・アビリティーズ滑川、②日医工スポーツアカデミー
■タラソピア介護予防教室
　参加費　①、②とも入館料のみ
①ワンポイントレッスン（ストレッチ）
　と　き　９日㈪、16日㈪、30日㈪ 14:00～14:30
②ワンポイントレッスン（水中）※感染症対策のため当分休止
　 ※詳細や申込みはタラソピア（☎476-9303）まで。
■ かようびクラブ　体操や運動・脳トレで元気な体づくり
　と　き　10日㈫13:30～（受付け ４日㈬～ ６日㈮）
　　　　　24日㈫13:30～（受付け18日㈬～20日㈮）
　ところ　市民交流プラザ
　定　員　40人  ※感染症対策で人数を制限して実施、要予約
　持ち物　動きやすい服装、タオル、飲み物
■ 介護予防まんてんクラブ
 「くすりの正しい飲み方～ジェネリック薬品とは～」
　と　き　17日㈫ 10:30～12:00
　ところ　市民交流プラザ
　講　師　 山本 誠さん（日医工 営業本部 京滋北陸支店

MR担当）　※MR…医薬情報担当者
　定　員　50人　※感染症対策で人数を制限して実施、要予約
　申込期限　10日㈫　
■ オレンジカフェ・休日相談窓口　喫茶やレクリエーション

を通じたリフレッシュ、介護・認知症に関する学習など
　※感染症対策のため、開催日時・場所を調整中です。
　　詳しくは、お問い合わせください。

〈開館時間〉9:00～19:00　※土･日･祝日は18:00まで

図 書 館 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

図書館ミニコンサート（ホルン）のお知らせ
 と　き　21日㈯11:00～11:30
 ところ　２階閲覧室
 出　演　安田 健太さん（音楽教室講師）

今月の催し
■読書会　３階　28日㈯ 13:30～
　○「狩りの時代」（津島 佑子 著） 講師　遠藤 稔さん
■グループ研修　３階　※開催日は変更される場合があります。
　○ 源氏物語を読む　　 ７日㈯ 10:00～
　○ 古文書を楽しむ会　14日㈯ 13:30～
■写真展・作品展　①、③～⑤は３階、②は４階　
　① 富山の自然を写す（水野 均さん） 10日㈫まで
　② 足（フォトグループ「華」） ５日㈭～12月１日㈫
　③ 滑川から見た白山（吉田 達郎さん）
　④ SCENE vol.8（永井 新治さん）
　⑤ 陶芸作品（鴻戯 光雄さん）

子 ど も 図 書 館 　   　 　 　 　 　 　 　

〈開館時間〉9:00～19:00　※土･日･祝日は18:00まで
新着図書案内　※新着図書は子ども図書館HPでもご確認できます。

　□あつかったらぬげばいい　　　ヨシタケシンスケ
　□どうして しんがたコロナになるの？  松永　展明
　□スマホとゲーム障害　　　　　　　　内海　裕美
今月の催し　※Ｐ９の「各種イベント情報」もご覧ください。
■おはなし会　毎週土曜日 11:00～
　※28日㈯のみ15:00～も
■子ども映写会　21日㈯14:00～
■にこにこたいむ　毎週金曜日 10:30～　
　手遊びやふれあい遊び、読み聞かせ、パネルシアター
など　※０～３歳頃のお子さん・保護者対象
■工作コーナー　毎週土・日曜日 10:00～、13:00～
　メッセージカードをつくろう
■本の展示コーナー　おいしそうなえほん
■ 作品展示　認定こども園上小泉保育園  ※24日㈫まで
　　　　　　早月中学校　　　　    ※来年２月下旬まで

11月
日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７
８ ９ 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 12/ １ ２ ３ ４ ５

 　　は休館日　　　 は館内整理日（休館日）

11月
日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７
８ ９ 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 12/ １ ２ ３ ４ ５

 　　は休館日　　　 は館内整理日（休館日）

児 童 館

〈開館時間〉10:00～16:30　※土･日･祝日は9:00～16:00

☎ 475‐8001  FAX475‐9041 ☎ 475‐8180  FAX475‐8410

☎ 475‐3706  FAX475‐3706
11月

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７
８ ９ 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 12/ １ ２ ３ ４ ５

 　　は休館日　　　 は館内整理日（休館日）

博 物 館 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

11 月の休 館日 ２日㈪、４日㈬、９日㈪、16 日㈪、24 日㈫、30 日㈪

☎ 474‐9200  FAX474‐9201
〈開館時間〉10:00～18:00

滑川市役所　〒936-8601 滑川市寺家町104 ☎475-2111 FAX475-6299 施設だより
やってます

■第70回滑川市小学校絵画展・第40回記念 滑川市写真連盟展
　と　き　11月８日㈰まで
■ 収蔵美術展  
　博物館開館以後40年間にわたり収集してきた美術作品の中から、各
分野の代表的作品を展示
　と　き　11月14日㈯～12月20日㈰
■ 中世滑川の風景～堀江荘と新川地域の荘園  
　滑川を中心に平安時代末頃～室町時代まであった
「堀江荘」をはじめ、各荘園について展示。今に伝わ
る文書と考古資料などから当時を振り返ります。
　と　き　12月５日㈯～来年１月17日㈰
■立山黒部ジオパーク現地見学会 
　と　き　11月21日㈯ 9:00～12:00
　ところ　早月川の河原
　講　師　大黒 隆文さん（博物館化石教室講師）
　対　象　小学生以上
■天文教室 秋から冬の星座を観察します
　と　き　11月17日㈫ 19:00～20:30
　ところ　青雲閣、東福寺野自然公園天文台
　対　象　小学３年生以上
■第34回滑川市俳句大会
　と　き　11月29日㈰13:00～ ※講演会終了後に披講・表彰
◇講演会「俳句よもやま」 講　師　浅野 義信さん
　　　　　　　　　　　　　　　 （俳誌「辛夷」同人、富山県俳句連盟副会長）

◇選　者　岩城 鯉汀さん、町田 忠治さん

子 ど も 課 （ キ ッ ズ ）

申込みが必要な相談事業
　 幼 児ことばの教室　年中・年長児の言葉の発達や発音に関

する相談に、言語聴覚士が対応します。
　ところ　青志会館、子ども課
　発 達相談　行動・情緒面、言語・コミュニケーション面など

子どもの発達に関する相談に、専門の相談員が対応します。
　ところ　子ども課、市民健康センター
　家 庭児童相談　家庭生活、保育所や学校など集団生活での

気掛かりなことの相談に、専門の相談員が対応します。
　ところ　子ども課

※ 通常、11月～翌年４月は17:00まで開館していますが、感染症対策
で館内の消毒をするために、当分の間、上記の時間で閉館します。

　エンゼル（市民健康センター）とキッズ（子ども課）の２拠
点で、子どもとその家庭に関する相談に随時応じています。

 ☎  内 線 327

今月の催し　
■五感を使って自然とふれあおう（森林観察・木工体験）
　行田公園の探索と、木材を使ったクラフトを行います。
　と　き　８日㈰ 10:00～12:00
　ところ　 行田公園、児童館アウトドア広場（にこにこ

元気広場）
　対　象　年長児・小学生と
　　　　　その保護者15組

■感染症対策にご理解・ご協力をお願いします
　新型コロナウイルス感染症対策のため、利用人数の制限と、
滞在時間を1時間以内とする時間制限を実施しています。
　また、館内のおもちゃは当分、貸出し制としています。使い
たいおもちゃを事務室窓口で選んでください。20分以内に返
却してください（返却後に消毒します）。
　このほか、来館者同士での密接を避けてください。

カフェ

▲堀江城跡

子 育 て 支 援 セ ン タ ー 　 　 　 　 　☎ 476‐6565

〈開所時間〉9:00～12:00、13:00～15:30（平日）
　　　　　　9:00　12:00（第１・３土曜日）
※３歳以下の子どもと保護者であれば誰でも利用できます。

今月と12月の催し
■赤ちゃんサロン（０歳～１歳６カ月頃）
　11月17日㈫10:15～　わらべうた・身体測定
■キッズサロン（１歳６カ月以上）
　11月10日㈫10:15～　楽器遊び・身体測定
■食育教室「離乳食相談会」
　と　き　11月18日㈬ 10:15～11:00
　対　象　５～11カ月頃の未就園児と保護者10組程度
■育児講座「スキンケア教室」
　と　き　11月24日㈫ 10:15～11:15
　対　象　未就園児と保護者20組程度
■子育て教室「歯みがき教室」
　と　き　11月26日㈭ 10:15～11:15
　対　象　１～３歳頃の未就園児と保護者20組程度
■子育て教室「クリスマス会」
　と　き　12月12日㈯10:00～11:00
　対　象　未就園児と保護者30組程度
　※会場はあずま保育所遊戯室

～

市 民 健 康 セ ン タ ー （ エ ン ゼ ル ）☎ 475‐8011

健
康
診
査

４カ月児健康診査・離乳食講習会
 26 日㈭　受付 13:10 ～ 13:30
　対象は令和２年７月生まれの子
１歳６カ月児健康診査
 19 日㈭　受付 13:10 ～ 13:30
　対象は平成 31 年４月生まれの子
３歳児健康診査
 13 日㈮　受付 12:45 ～ 13:20
　対象は平成 29 年５月生まれの子

母
子
・
成
人
保
健
教
室
・
相
談

ほっと安心産後ルーム
　２日㈪、16 日㈪、30 日㈪ ① 9:30 ～ ② 10:30 ～
　※定員がありますのでご確認ください。（要予約）
　　対象は産後４カ月頃までのママと赤ちゃん
すこやか子育て相談会（身体測定、子育て・離乳食相談）
 11 日㈬ ① 受付け 13:15 ～ 13:30（終了 14:00）
 ② 受付け 14:15 ～ 14:30（終了 15:00）
 27 日㈮ ① 受付け 9:15 ～ 9:30（終了 10:00）

② 受付け 10:15 ～ 10:30（終了 11:00）
  ※定員がありますのでご確認ください。（要予約）
ジャングルジム（親子の遊び教室）
 16 日㈪ 13:00 ～ 15:30
ほたるっこ広場（言語・発達相談）
 30 日㈪ 13:00 ～ 15:30
糖尿病健康相談
 10 日㈫   9:00 ～ 12:00　※要予約

そ
の
他

虫歯予防フッ素塗布（１歳６カ月児～）について
　当分の間、個別案内があった方のみ参加可能です。
 ※ 早めに受けたい場合は、医療機関に直接ご相談ください。

※いずれも１時間

広告

※ 詳しくは学校から配られるチラシ、
HP、SNSをご覧ください。

※申込期間  ４日㈬～ 11 日㈬

対象は事前案内を受けた親子

対象は事前案内を受けた親子

※申込期間  ９日㈪～ 20 日㈮

※申込期間  ４日㈬～ 13 日㈮

※新着図書は図書館HPでご確認できます。

※８日㈰の午前は休み

（文化祭の作品）

音楽を聴きながら
の読書や喫茶をお
楽しみください。

③～⑤は20日㈮
～12月20日㈰

※ 詳しくは折込みチラシ、
HP、SNSをご覧ください。

滑川市役所　〒936-8601 滑川市寺家町104 ☎475-2111 FAX475-6299
※ イベント・行事は新型コロナウイルスの感染拡大  などで、 中止・延期される場合がありますので、市 HP などもご確認ください。

※申込期間  16 日㈪～
12 月４日㈮
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２
０
０
人
が
、
ほ
の
明
か

り
の
中
で
演
じ
ら
れ
た
幽
玄
の
世
界
を

堪
能
し
ま
し
た
。
薪
能
と
は
主
に
夏
場

の
夜
間
、
能
舞
台
の
周
囲
に
か
が
り
火

を
焚
い
て
演
じ
る
能
楽
で
、
本
市
で
は

平
成
20
年
ま
で
駅
前
中
央
公
園
で
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
始
め
に
富
山
県
宝
生

会
の
会
員
が
「
鶴
亀
」「
熊
野
」「
千
手
」

「
海
人
」
の
各
演
目
を
素す

う
た
い謡
で
披
露
。
上

田
市
長
や
実
行
委
員
長
を
務
め
た
水
口

純
治
富
山
県
宝
生
会
副
理
事
長
に
よ
る

火
入
れ
に
続
き
、
能
村
祐
丞
さ
ん
ら
が

狂
言
「
長な

が
み
つ光
」、
佐
野
玄
宜
さ
ん
ら
が
能

「
殺せ

っ
し
ょ
う
せ
き

生
石
」
を
演
じ
ま
し
た
。

1
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玄翁和尚が祈祷する中、妖狐が封印された石（殺生石）
が割れ、現れた妖狐が舞う場面（能「殺生石」）
都の盗人（㊧）が長光の太刀を田舎者（㊨）からだまし
取ろうとする場面（狂言「長光」）
素謡（能の曲を謡いだけで聞かせるもの）を披露する富
山県宝生会の会員たち
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　 幽玄の世界を堪能

　

市
は
９
月
27
日
、
西
加
積
地
区
公

民
館
と
西
部
小
学
校
の
各
会
場
で
、

地
域
住
民
を
対
象
に
、
災
害
時
に
感

染
症
対
策
と
し
て
避
難
所
で
使
用
す

る
予
定
の
段
ボ
ー
ル
製
の
間
仕
切
り

や
ベ
ッ
ド
の
組
立
て
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

組
立
て
訓
練
は
、
同
日
、
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
地
震
を
想
定
し
た
避
難

訓
練
が
地
域
主
体
で
開
催
さ
れ
る
こ

と
に
合
わ
せ
て
実
施
し
た
も
の
で
、

市
職
員
や
滑
川
防
災
士
連
絡
協
議
会

の
防
災
士
ら
の
実
演
に
続
い
て
、
地

域
住
民
約
１
４
０
名
が
、
実
際
に
組

立
て
を
体
験
し
、
万
一
に
備
え
ま
し

た
。 段

ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
組
み
立
て

   

災
害
に
備
え 

西
加
積
地
区

行田公園で第 50 回記念大会
　
第
50
回
記
念
ニ
ジ
マ
ス
釣
り
大
会
は
９
月
19
日
、
行
田
公

園
で
開
か
れ
、
市
内
外
の
53
人
が
釣
果
を
競
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
開
催
50
回
記
念
事
業
と
し
て
、
釣
り
初
心
者
の

小
学
３
年
生
以
下
の
子
ど
も
を
対
象
に
釣
り
体
験
教
室
が
開

◇大人の部
　１位　松越 正純（富山市、3,830 ｇ）
　２位　野末 健斗（滑川市、3,580 ｇ）
　３位　開井 清司（富山市、1,731 ｇ）
大物賞　小俣 貴寛（滑川市、128 ｇ）
◇小人の部
　１位　早坂 綾人（滑川市、1,619 ｇ）
　２位　藤澤 龍舞（滑川市、1,565 ｇ）
　３位　藤澤 龍輝（滑川市、1,396 ｇ）
大物賞　嵐 　正宗（滑川市、130 ｇ）
◇レディース賞
　　　　上田 朱莉（滑川市、1,240 ｇ）

多世代でニジマス釣り
か
れ
、
親
子
連
れ

約
50
組
が
釣
り
に

親
し
み
ま
し
た
。

　

釣
り
大
会
の
上

位
入
賞
者
は
、
次

の
皆
さ
ん
で
す
。

（
敬
称
略
）

　
ミ
ニ
児
童
館
ま
つ
り
は
９
月
20
日
、
同
館
で
行
わ
れ
、
市
内

の
親
子
連
れ
約
３
６
０
人
が
、
職
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

様
々
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。
今
年
は
感

染
症
対
策
の
た
め
来
場
者
を
市
民
に
限
定
し
、
イ
ベ
ン
ト
内
容

を
縮
小
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
館
内
で
は
、
職
員
に
よ
る
ク
ラ
フ
ト
や
ア
ロ
マ
ス
プ
レ
ー
作

り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
大
学
生
に
よ
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
空
気

砲
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
屋
外
で
は
、
児
童
館
父
親
の
会
に
よ
る
ウ

オ
ー
タ
ー
ガ
ン
バ
ト
ル
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
展
開
さ
れ
、
人

気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

市民限定で小規模開催
ミニ児童館まつり

ウオーターガンバトル体験

クラフト（ぱっちんカエル）作り

アロマスプレー作り

ペットボトル空気砲体験

　

本
市
は
10
月
７
日
、
明
治
安
田
生

命
保
険
と
、
地
域
の
活
性
化
や
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
す
包
括
連

携
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　

本
市
が
民
間
事
業
者
と
包
括
的
な

協
定
を
締
結
す
る
の
は
５
例
目
。
ま

た
、
明
治
安
田
生
命
保
険
と
県
内
自

治
体
が
包
括
的
な
協
定
を
締
結
す
る

の
は
初
め
て
と
な
り
ま
す
。

　

協
定
で
は
今
後
、
地
域
の
安
心
・

安
全
や
健
康
づ
く
り
、
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
支
援
、
産
業
・
観
光
振
興
と

地
域
経
済
の
支
援
、
そ
の
他
地
域
の

活
性
化
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

の
、
計
４
分
野
で
連
携
し
た
取
組
み

を
展
開
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　
同
日
、
市
役
所
で
締
結
式
が
あ
り
、

宇
田
正
孝
富
山
支
社
長
が
上
田
市
長

と
協
定
書
を
交
わ
し
ま
し
た
。

地
域
の
活
性
化
へ
…

 

明
治
安
田
生
命
保
険
と
協
定
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あなたと市政を結ぶ「広報なめりかわ」は、
リサイクル推進のため再生紙を使用しています。

手話コーナー みんなの手と手で育む手話のまち
♥ あなたも手話でつながろう ♥

もっと詳しく習いたい方は…福祉介護課（内線 395）へご相談ください。

�親指以外の４本指を揃え、
指の背を顎の下に当てる。

�両手を上下にして指を前に向け、
左右に動かして交差を繰り返す。

① しばらく

ＱＲコード
から動画で
手話を確認
できます。▼

② 待 つ

※①②のあとに頭を下げると「しばらくお待ちください」になります。

材料（４人分）
鮭角切り ……………160 ｇ
乾燥大豆 …………… 20 ｇ
片栗粉 ……………大さじ３
揚げ油 …………………適量
砂糖 ………………小さじ２
濃口しょうゆ ……小さじ１
料理酒…………小さじ 1/2
ショウガ ………………少々
水 …………………大さじ２

食育コーナー 　鮭の身には天然色素アス
タキサンチンが多く含ま
れ、ピンク色をしています。
アスタキサンチンは、抗酸
化や眼精疲労の回復などの
効果が期待されている成分
です。
　今回は、この鮭と、タン
パク質豊富な大豆を一緒に
おいしく食べられるレシピ

を紹介します。

1 人分 140kcal 塩分 0.4g

作り方
①  乾燥大豆は一晩水に浸し、もどし

ておく。
②  ①と鮭角切りに片栗粉をつけて油

で揚げる。
③  鍋に、砂糖、濃口しょうゆ、料理酒、

ショウガ、水を入れて煮る。
④  ②に③をからめて完成。

鮭と大豆の甘からめ
　なお、鮭の代わりに鶏肉などを使
ってもおいしいメニューとなってい
ます。

（学校給食共同調理場学校栄養職員）

  ick upP NEWS

  ピッカっぷ  
  にゅ～す

268人が市内を快走
ほたるいかマラソン with コロナチャリティラン

　
滑
川
ほ
た
る
い
か
マ
ラ
ソ
ン「with

コ
ロ
ナ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ラ
ン
２
０
２

０
」
は
10
月
11
日
、
ス
ポ
ー
ツ
・
健

康
の
森
公
園
を
発
着
点
に
行
わ
れ
、

県
内
各
地
か
ら
の
ラ
ン
ナ
ー
２
６

８
人
が
、
感
染
症
対
策
を
十
分
に
図

り
な
が
ら
10
㎞
の
コ
ー
ス
を
駆
け
抜

け
、
爽
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

例
年
全
国
か
ら
約
３
千
人
を
集
め

る
マ
ラ
ソ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
す
が
、
今

年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
流
行
を
受
け
、
参
加
者
は
満
20
歳

以
上
で
、
開
催
２
週
間
前
か
ら
体
調

が
万
全
な
県
内
在
住
者
に
限
定
。
密

を
避
け
る
た
め
、
定
員
は
３
０
０
人

以
内
に
設
定
さ
れ
、
約
30
人

ず
つ
の
10
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
２
分
お
き
に
ス
タ
ー
ト

す
る
な
ど
、
感
染
症
対
策
に

配
慮
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
滑
川
市
体
育
協
会
の
八
橋

謙
二
会
長
は
、
県
内
の
マ
ラ

ソ
ン
イ
ベ
ン
ト
が
軒
並
み
中

止
と
な
る
中
、
ほ
た
る
い
か

マ
ラ
ソ
ン
も
一
時
は
中
止
が

検
討
さ
れ
た
と
し
た
上
で

「
諦
め
て
中
止
と
せ
ず
、
感

染
症
対
策
を
図
り
な
が
ら
で

き
る
マ
ラ
ソ
ン
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
方
法
を
探
っ
た
。
大
勢

の
方
に
喜
ん
で
も
ら
え
て
嬉

し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
集
ま
っ
た
参
加
費
の
一
部

は
医
療
関
係
者
へ
の
支
援
金

と
し
て
10
月
16
日
、
滑
川
市

医
師
会
と
厚
生
連
滑
川
病
院

に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

編集後記
へんしゅうこうき

　　　　　　　中国・隋
ず い

王朝の皇帝・煬
よ う だ い

帝への「日出
い ず

る処
ところ

の天子…」
の国書。実際に送り主として中国の歴史書に記録されているのは、
聖徳太子（廐戸皇子）でも推古天皇でもなく、倭王「多

た り し ひ こ

利思北孤」
なる人物だとか。1400 年以上も前の話…謎に満ち溢れているの
も、ある意味当然でしょう。しかし、今回の特集の取材では、ほ
んの約 130 年前の話すら正確に伝わらないものかと呆

あ っ け

気に取られ
ました。多くの人が疑わなかった逸話の真相解明に挑んだ方々に
敬意を表するとともに、新たな関連資料の発見に期待します。（Ｎ）


